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人口 215， 274人
士量寺普 66 ， 046投手普

(56年 4 月 1 日現在 50C盟勢調査調整〉

コ
ー
ド
化
し
ま
す
。ha
中
学
校
や
公

民
館
へ
持
設
を
は
か
り
ま
す
。

9
記
録
輯
醤
の
製
作

市
勢
の
現
況
を
と
争
え
、
記
録
映
画

を
長
咋
し
ま
す
む
す
さ
に
撮
影
が
始
ま

ゐ
っ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
の
協
力
者

一
お
蔚
い
し
ま
す
。

すま
愚
ス
ポ
!
ツ
の
顎
典

U
J

平
塚
市
は
、
来
年
内
パ
一
日
で
市
制
湾
/
付
五
十
周
浮
か
過
ぎ
子
。

ζ
れ
雲
窓
U
日
之
さ
仏
一
記
念
車
業
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ス
ケ
ッ
?
ポ
!

げ
や
行
容
を
概
す
と
と
に
なD
ま
し
た
。
乙
れ
に
伴
う
お
十
六
年
度
中
に
実
施
す
る
予
算
も
一
…
汀
定
例
市
議
会
ん
の
記
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ぞ
開
き
ま

闘
で
可
決
事
れ
て
お
り
ま
す
。
主
交
み
な
さ
ん
ま
」
も
に
お
祝
い
す
る
五
十
患
の
記
事
業
存
君
主
ロ
芝
、
吉
本
ク
ラ
ス
の
パ
レ

概
主
な
内
容
を
お
知
書
し
手
。
ボ
ー
ル
チ

l

ム
を
招
き
招
待
試
合
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
五
十
周
午
を
記

糊
昭
和
平
年
同
月
一
品
、
喜
す
。
れ
た
干
な
る
一
平
塚
、
一
芸
れ
た
万
が
念
し
て
、
内
暴
露
首
大
会
、
岡
崎
雪

柏
市
が
昭
和
七
日
に
出
制
高
…
勺
し
て
以
@
姉
腕
都
市
の
締
結
や
が
て
住
み
た
〈
安
心
平
境
、
今
、
平
つ
史
家
庭
婦
人
球
技
大
会
(
テ
ニ
ス
、

特
架
空
言
迎
え
ま
す
o
f
世
紀
に
わ
姉
妹
都
市
を
同
国
内
に
選
昔
、
友
野
坂
に
住
ん
で
い
る
人
が
子
洪
も
交
も
卓
球
、
パ
レ
〕
な
ロ
」
も
行
い
ま
ヲ

o

m
た
り
市
民
が
匂
み
ん
な
の
ま
ち
芸
i

還
を
し
て
市
民
サ
イ
に
の
教
室
主
主
、
官
心
し
て
で
主
号
車
雲
語
開
館
詑
意
義

引
を
白
い
一
J

葉
に
容
ま
さ
る
不
断
の
羽
化
お
よ
び
霊
祭
に
わ
た
る
ぬ
立
さ
さ
る
量
百
暴
く
た
め
の
心
室
開
盟
主
高
年
を
お
祝
い
し
、
県

ペ
力
の
成
果
が
、
与
引
の
平
塚
の
や
栄
を
流
ぞ
行
い
ま
す
。
国
外
に
つ
い
て
は
、
え
し

rず
る
も
の
で
す
。
一
下
主
地
イ
〈
合
、
名
人
会
、
コ
ー
ラ
ス
の

加
築
き
あ
げ
た
と
い
え
ま
す

c

五
十
問
問η記
念
引
業
と
せ
ず
、
追
い
将
事
足
は
、
市
民
明
議
選
定
委
員
会
を
つ
ど
い
、
文

V逗
騒
の
会
閣
を
七
万
一
一

潜
と
の
記
念
す
べ
き
と
き
に
あ
と
り
、
来
締
結
す
る
方
向
づ
け
の
み
と
し
ま
設
相
院
し
、
一
般
長
野
形
式
ぞ
と
り
な
が
日
、
一
首
に
行
い
ま
す
。

的
過
去
五
正
義
つ
を
幾
多
の
先
人
す
。
悶
内
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
姉
妹
岳
、
世
識
経
験
者
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
申
記
念
文
化
講
賞
金

ほ
の
品
会
議
い
暗
号
叱
認
す
こ
と
都
市
選
定
委
員
会
事

u鐙
し
て
、
選
こ
と
に
な
り
手
。
五
十
里
に
ふ
さ
わ
し
い
草
雲

間
な
/
\
将
来
に
向
か
っ
て
一
五
人
が
市
に
マ
ッ
チ
レ
た
向
治
拡
含
検
討
中
で
雲
監
禁
叶
の
建
立
会
を
開
躍
し
ま
す
。

間
ぉ
五
い
に
心
ふ
れ
あ

3

へ
パy
口
お
か
な
す
e

庁
庁
舎
前
の
芝
生
内
に
、
借
定
δ
れ
も
車
轟
轟
貌
欝
欝
罫

F
P

間
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
号
、
一
一
十
五
密
市
民
菜
、
市
授
の
語
制
定
た
山
氏
懇
話
、
主
果
、
蓄
を
き
議
繍
議
警
欝

治
紀
へ
向
け
て
さ
ら
に
舟
践
す

ξ

た
め
に
毒
忠
義
す
る
に
ふ
さ
わ
し
と
ま
、
手
震
の
苦
言
一
つ
の
郎
選
欝
務
幹
換
器
開
露

間
五
十
間
町
記
念
行
引
を
実
砲
し
ま
す
。
山
氏
が
将
来
に
わ
た
っ
て
蒋
し
め
る
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
一
広
告
さ

L
続
く
で
あ

d

轟
議
襲
撃
欝
警
句

に
ま
た
、
す
べ
て
の
市
町
民
が
参
加
で
主
と
花
寺
』
ゃ
に
し
ま
す
。
ろ
う
市
域
市
の
繁
栄
の
折
り
を
布
岩
と
串
中
央
公
民
躍
の
間
開
館

断
る
よK

A
Jに
、
昭
和
五
J
1七
行
四
月
一
日
ま
ず
、
市
民
菜
、
市
民
の
吃
選
定
し
て
吋
久
的
な
碑
童
て
ま
す
。
市
民
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
!
と
し
て

半
か
ら
五
十
八
広
一
二
月
三
十
4
g
ま
で
を
委
凡
門
会
を
設
怪
し
て
院
補
樹
を
決
め
、
母
一
一
巾
渓
休
鰻
村
の
選
定
の
役
割
を
に
な
う
町
央
公
民
館
は
、
来

仏
実
殖
期
間
宇
υ
て
い
ま
す
。
間
誌
の
み
実
え
に
公
算
し
て
決
定
す
裏
の
計
外
活
動
、
丸
、
事
の
ス
ポ

I

作
七
月
一
日
の
開
館
ぞ
目
指
し
て
尚
昆
設

煩
-
弘
襲
撃
襲
撃
騨
F

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま70

ぷ
下
心
と
し
た
町
民
主
用
可
能
な
中
で
す
。

出
験
潤
鵠
或
輯
鵠
却
欝
@
記
念
著
書
を
県
外
に
警
し
ま
す
。
高
の
毒
薬
師
福
祉
金
按
の
建
設

津
議
翻
案
襲
駐
駐
警
司
氏
の
幸
市
庁
舎
ぞ
は
じ
め
、
市
有
効
利
用
と
、
現
場
告
と
の
コ
ミ
ュ
老
人
の
憩
い
の
規
と
し
て
事
長

引

4
S

襲
撃
襲
警
官
内
の
公
共
胞
設
へ
植
樹
主
す
。
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
求
め
て
い
ま
す
。
設
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
利
何
回
と

枕
品
明
記
意
祝
典
白
人
口
予
想
ク
イ
ズ
由
記
意
作
文
の
事
聾
し
て
大
神
環
潟
両
州
空
セ
y
タ
ー
の
余
熱

開
平
七
一
牟
七
月
一
日
、
間
続

U
4
~ぽ官
九
十
七
民
間
月
一
日
現
在
の
住
民
基
中
「
こ
れ
か
ら
一
白
ひ
ら
つ
か
」
を
一
氾
蜜
を
利
日
用
し
ま
す
。

か
り
の
中
央
公
民
時
L
、
各
種
ヨ
臨
む
一
一
万
台
帳
に
基
づ
く
、
平
塚
市
白
作
延
禁
生
桂
カ
ら
穿
接
し
ま
す
。
品
切
品
目
記
念
会
議
の
設
置

代
表
者
お
よ
間
加
持
し
て
記
念
祝
詞
を
行
い
鐸
人
口
を
市
民
か
ら
会
葬
し
ま
す
。
串
記
念
部
売
金

H
み
の
自
ま
つ
りH

①
文
低
公
間
予
C
ポ
と
報
堂7
iマ

ま
す
。
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
第
一
郎
骨
平
理
景
勝
の
選
定
記
念
式
血

rの
行
わ
れ
る
七
百
円
一
白
か
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
一
一
苅
化

慎
二
部
に
舟
け
、
第
一
部
を
午
前
中
と
琵
替
市
聞
の
近
江
八
景
に
な
ぞ
ら
え
て
ら
お
祭
旦

ι
崩
に
お
い
て
野
菜
、
魚
、
し
た
ほ
顕
在
惑
惜
し
ま
す
。

し
、
中
央
公
民
躍
の
乙
け
ら
芯
と
し
と
平
境
八
世
と
し
て
中
摂
め
名
勝
が
あ
げ
詑
き
、
植
木
、
盆
栽
、
ヱ
苔
品
等
の
郎
⑦
お
揺
り
広
場
福
祉
会
館
北
側
の
淘

市
政
功
労
者
の
表
彰
主
竹
し
い
ま
す
。
第
ら
れ
た
の
は
出
明
治
末
期
。
以
皆
、
昭
和
売
会
を
行
い
、
生
産
者
か
ら
関
脇
何
者
へ
有
地
伊
賀
収
し
、
お
祭
り
行
事
な
主
市

二
部
は
午
按
と
し
、
祝
典
と
ア
ト
ラ
ク
の
初
め
に
平
塚
新
八
景
と
し
て
一
部
変
直
接
供
給
し
、
生
産
省
と
市
民
と
の
交
民
の
レ
ク
ヨ
エ

1
シ
ョ
シ
に
即
U
し
た

ジ
ョ
y
を
開
き
ま
す
。
資
さ
れ
た
の
が
、
著
し
ぐ
変
聞
け
フ
し
た
流
を
隠
り

iま
す
。
都
市
緑
化
と
し
て
盤
情
し
ま
す
。

骨
説
渥
記
念
誌
と
昂
刷
物
の
配
布
た
め
新
し
〈
一
長
勝
の
選
定
を
す
争
も
の
申
商
店
街
連
舎
舎
の
詑
愈
式
売
り
出
し
③
市
庁
舎
法
闘
市
庁
舎
前
む
芝
地
を

市
制
亙
十
周
年
表
一
一
お
祝
い
し
で
、
全
で
す

e

市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
役
午
前
を
訪
れ
る
市
民
が
く
つ
ろ
げ
る

世
帯
に
記
念
品
と
詑
芯
行
事
な
芝
の
内
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
坂
長
勝
由
民
月
一
日
か
ら
四
臼
ま
で
、
平
境
市
西
ょ
う
散
語
路
や
ベ

Y
チ
を
設
け
た
庭
陵

替
を
お
知
ら
セ
し
か
/
印
刷
物
主
配
布
し
選
定
委
員
会
伊
設
置
し
、
候
補
地
を
選
店
連
色
合

L
協
力
を
お
願
い
し
大
路
D

に
護
儲
し
ま
す
。

ま
す
。
定
し
た
あ
と
一
般
公
募
に
よ
っ
て
景
勝
出
し
を
行
い
ま
す
。
④
一
総
合
会
留
の
く
わ
入
れ
農
林
背
桑

母
記
念
物
語
の
作
成
主
選
定
し
ま
す
。
旧
宮
ア
レ
ピ
の
公
開
放
送
樹
試
験
場
跡
地
を
蕩
か
ら
払
い
下
げ
、

五
ふl
関
守
主
巾
民
にPR
す
る
た
め
申
…
市
民
憲
章
の
制
定
七
月
三
日
午
按
六
時
ま
た
は
拘
自
前
防
災
民
闘
を
兼
ね
た
総
合
れ
菌
に
す
る

タ
バ
コ
、
ハ
ガ
キ
、
切
持
、
ス
タ
ン
プ
市
民
の
す
べ
て
が
か
け
が
元
の
な
い
町
民
セ
ン
タ
ー
へ
爪
副
総
放
道
を
誘
裂
し
ま
た
め
、
五
十
周
配
記
念
ゐ
缶
に
着
苧
す

な
ど
が
時
作
成
し
完
売
し
ま
す
ロ
郷
土
と
し
て
、
誇
り
と
愛
著
者
も
ち
、
す
。
番
組
は
、
「
素
人
的
ど
自
糧
」
ま
る
予
定
で
す
。

串
五
十
蔚
年
記
金
内
開
銀
の
発
初
ま
ゆ
/
よ
生
き
が
い
を
感
じ
る
よ
う
な
用
組
た
は
「
八
開
だ
よ
全
員
集
合
」
が
予
定
⑤
湘
南
半
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
帯
婚
期
南

五
十
年
の
事
み
に
つ
い
て
、
仮
称
都
市
と
し
て
発
展
す
る

ζ
と
を
扇
っ
て
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
南
斜
荷
に
大
人
か
ら
一
子
供
ま
で
利
尉

「
平
壇
市
留
日
開
」
を
発
向
、
市
内
の
京
市
民
管
告
を
制
定
す
る
も
め
で
す
。
⑥
市
歌
の
レ
コ
ー
ド
化
で
き
る
諌
族
向
き
コ
ス
、
十
五
ポ
イ

罵
さ
ん
の
組
合
を
通
じ
て
践
売
し
ま
市
民
軍
量
は
、
だ
れ
も
が
何
度
も
訪
市
歌
を
オ
!
」
ケ
ス
ド
ラ
の
問
団
掃
討
で
レ

y
工
佐
穂
備
し
ま
す
。
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。対韓者在宅の重量度障欝者やねたき白老人
の方で、すわること白できる方に、外出潟として
お貸しします。

。講し出し期関原質IJとして 1 1J'月以内

く〉申し込み 福祉課更生福祉係 C電話23-1111

肉親221 、 222)

ζ
と
か
大
切
。

③
街
角
で
白
い
つ
え
の
A
が
立
ち

止
ま
っ
て
一
孝
久

ζ
ん
で
い
る
の
は

方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

慢
の
不
自
由
な
人
に
っ
た
と
き
に
多
い
接
勢
。

①
あ
い
さ
っ
す
る
と
芳
ほ
商
品

T主
令
④
案
内
す
る
k
葺
は
、
自
い
つ
え

人
の
方
か
ら
先
に
声
聖
か
け
る
。
の
反
対
側
に
立
っ
て
腕
を
貸
し
、

次
い
玄
握
李
す
る
。
思
え
な
い
人
の
半
揖
前
垂
辞
〈
。

②
自
由
不
自
由
な
人
の
中
に
は
、
⑤
磁
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

全
日
固
と
露
視
の
人
が
い
て
、
お
手
上
が
る
か
下

D

る
か
を
は
っ
きD

伝
い
は
何
が
必
要
か
軍
吉
に
開
く
説
開
閉
す
る

ζ
と
か
大
切
。

品
期
間
関
崎
輔
談
愛
匁

l

一
一
一
一
内
線
こ
丸
一
一
一

。
一
人
権
法
費
税
5
5
百
(
火
〉
、
6
月2a

ハ
答

。
{
打
数
営
情
棺
鱗
戸

M
M時
i
v月
蒔

。
一
雄
法
禅
譲
6

角
4

日
〈
木
)
、6
月
9
一
日
〈δ

予
約
制
(
稽
謡
で
一
も
可
〉
、
刊
叫
時
〆
〉
郊
時

。
宅
地
盤
物
相
談5
R
お
日
(
谷
口
時i
m碍

予
約
制
〈
電
話
で
も
可
)

。
登
紀
明
開
談
6
R
口
百
〈
金
〉
、
お
時
1

日
四
時

。
住
宅
桶
相
談
5
h
月
間
四
百
ハ
火
〉
、
臼
時

5
M
時

。
一
ト
務
取
引
活
路
晶
っ
せ
ん
椙
談

5
R
幻
日
〈
木
〉
児
時
部
分

ー
刊
即
時

。
定
例
年
金
担
談6月
紅
白
〈
木)
9
時
鈴
分5
m時

〈
〉
一
融
市
民
相
談
毎
週
月
水
木
金
調
汗
、

9

時
j

路
持

。
潤
噛
霊
議
鍛
毎
週
金
面
鵬
首
、
設
岬
よ
由
時

。
発
明
帯
轟
特
許
相
談BR
8
8
(月
〉
相
即
時
1

お
時

お気軽にご利用を
青
少
年
課
お
i

一
一
一
一
内
線
五
六
0

0
青
少
年
相
談
毎
日
官
時i
m時
泊
分
)

た
戸
υ
、
土
園
日
は
立
時
ま
で

福
祉
会
館
お
こ
三
三
一
品

A
Y公
邸
主
租
鎖
銭
週
月
盟
百
〈
欝
五
を
鞍
る
お
時

i

お
時

。
且
母
子
相
談
毎
週
月

j

金
曜
百9
時
f
t
H時
鈎
分

〈
〉
家
庭
先
議
椙
談
毎
遺
百

A
t金
曙
門
口
9

時
i

日
月
時

。
高
齢
者
輯
揖
摂
桜
毎
E
9
時
間
判
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<>6 舟 21B (日〉
午前B時から

O当釘は午前7 特に花火で予告の合図

。小雨決行、雨天の場合は中il:

。清掃するところ
・自宅付近道路

・広場公鶴など子供の遊び場

.その摺公共の場所

議樺平壌市輯倒部
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膏
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。
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い
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野
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量
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後
五
時
ま
立
気
取
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事
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発
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れ
た
の
で
お
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ら
せ
す
る
。
管
議
へ
申

L
込
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を
。
群ν
，
、
は
、

忘
れ
ず
に
申L込
安
を
。
障
宵
謀
議
語
む
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一
一
豆
ハO)へ
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見開f指摘了内金

追分み2 !J岳、共事寄宿舎、
日本住宅公沼早塩田地自治

会、東京ガス平塚アパート

自治虫

5 月18日(}ヲ〉 錦誼I町内会
5 月198 (�/() 浅間lflJ町内会、主吉松富7自治

会
明石釘金紅谷町内会
室町自治会、宮の前自治会

床下の薬剤散布B
E揖養地IZl

5 月15日 ζ金〉

5 J'l 16日〈土〉

5 月20日 Cガ0

5 月21 日(;;jÇ)

E鳩地底1

5 J'l 22日〈金〉 高根自治会

5 月23 日(:!ニ〉 上山下自治会
5 月26B (ó/()・ 27臼げO 下山下自治虫

5 月28日〈木) .2吉田〈金〉 万国自治金

5 月初日〈土〉 万E盟主主誼自治晶、横浜ゴム
徳延住宅街治金

6 月 1 日〈月〉・ 2 日〈ゾく〉 出縄自治虫

6 月 38α0 ・ 4 臼仁木〉 向内自治会

6 J'l 5 日〈金〉 根坂路自治金

6 J'l 6 臼〈土〉・ 88 (月〉 公所自治会

6 J'l 10 日 (lk) ・ 118 仁木〉 徳延自治会

6 J'l 12日く金〉・ 138 (土〉・ 15日 E月〉
緩自治会

マ
申
し
込
み
五
月
二
十
三
日
(
土
〉

疋
午
ま
で
に
、
所
定
自
用
紙
に

N
A

項
を
記
入
し
、
住
民
粟
の
牢
し
一
介

護
関
歯
を
添
え
て
、
地
域
づ
〈
わ

民
生
活
偶
(
電
語
お
i

一
一
一
一

一
一
回
凶
〉
へ
提
出
す
る
。

凶器所持

けんか

重量出無断外泊

怠学

怠業

金銭らん費

不純異性交遊

散溜

喫煙

不良交友

盛場はいかρ

不健全娯楽

遊技場出入b

VYナ」乱用

その他

。機種ー綴執務員(男子) ..・25名

一鍛執務員(女子〉…25名
。資格 男子弓ま18歳J?，(.土30歳来満で水泳り

で古る方。女子は、 18歳以上65歳

未満の方。〈明齢は 4 月 1 日現在〉

く〉濠周期間 7J'l 1 日から 8 月318 までの
全期または 1 ;0明開。

。執務時間 午前 9時から午後5時まで。
ただし、108に 1 回程度プ}ノレ構掃がある。

。議会 日額3.900円〈通勤手当別〉
く〉仕喜善の内容 男子はE主主見と場内巡回帯。
女子は、出改札、貴重品開管、更衣保管等。

く〉応募方法 5 汚28臼までに、所定の申込
審に記入自うえ、地輔づく!J課市民生活係
E港話23-1111) へ提出する。

宮?合

観光パスでご案内します
臼なろ市の施設を見る機会のない人のために、

みな古んの税金がどのように使われているか、ま
た、市政在理解していただζ うと開きます。

<>とき 6fllB (月〉
。集会 8B寺50分解散午後4待ごろ
。コース 議事堂ー粗大ゴミ処環境{大存初環境帯

主主センタ--;10部学校総食共碍盟意識幸一士:墨

。申し込み設設はが曹に、住所、民名、穏窓藩

号在記入のうえ「平25明曜市浅間lflJ昔 -1市広
報課広報係」へ、 S J'l 23日までに申し込む。先議

50.人。さ豊田康貴代として1挺F弓E、聖書.

。とき 5 
午前習時~午睡4時まで
務支出場合は31 自〈釘〉

。場所文f[:;センター
関欝錦、博物館、青少草晶鐙

教宵品館、デゴニ

。模型機関車の渡示金携は、博物豊富

1 摺の講堂で開いている。
。討課市内在伎の小学虫、幼児時

。用重量ずるもの えのぐ、クレヨジ

翻夜、すわるためのビニールふろ

し君。
民盟主用務踏ま、写生車場で配布する。

怨当社金数宵篠宮電話23-1111
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は、電柱やポ」んによ自国白よ 5なラベ

ノレがはってある白で、その番号を交通安
全課〈電話23-1111) までな連絡を。
ただし、自治会の防犯灯は、自治会で

修壊をしていただきたい。

リ
d

と

1
'

ア
わ
ン

正
問
麹
轄
川
ば
附

f
k

時
肖
宵
ト
鞍
」

2
ν
ぃ1
体
パ
D

挑
ピ
コ

ロ
μ
後
四
国s
台
、
ど
に
ス

y

M
H
4臨
耕
輔
糊
ヂh
w

月
分
南
は
激
繍
と
マ

-
3
鉛
円
口
合
笛
民

3

纏
女
閉
一

F
~

時
鴻
昨
場
鼓

E
'
d
5
m

2
j
i
の
I

蕊
ろ
払
中
町
ナ
ジ

郁
夫
し
均
や
立
伊
一

き
午
ろ
間
開
催
従
で
る
、
、
コ
九

こ
い
子
な
ム
ミ
脱
窓
口
叫

と
し
抗
ん
古
明
擬
三

楽
ン
み
内
山
ふ
模
鳳
航
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誰でも自由に利用で吉る。種自はパス

ケット、パレー、パドミ Y トン、卓球。

パドミントン、車躍のラケット、シセトル、

ポーノレは各自持容とする.

51号 25日〔月〉午後 1 持~8g寺
5 月 15 お (Jl )午後 1 a寺~8草寺

6 Jl 29 臼 〔月〉午後?草寺~告時
なお、運動くづ ι上ば書〉と運動のでき

る畷親で寧加すること.

担当体膏擦駕穏31-3係9



事h5.月五島噛ト日必器官

書道・主主主・梅選デパート B会場

絵額....・H・....梅屋デパート A会場

写真・・町・・衛廊フクスケ

アートサロンフヲスケ

カ体力づくり教室
一品なたは体{こ自信が晶るか?ー
プロポ」ショジをよ白蔓し〈、魅力的に、

そして、若さを揮ちたい人はぜひ護参加者。
・耳耳間 6 月 5 臼から 7 月24 尽までの毎週金
掴臼 1邸時3似合~目日時

・対龍一般、青年20人

女おたのしみこども会
狭Jililとゲームと腹話情で遊ぼう e 名作挟習
とおしゃべり主 yチンが笑いを届ける。
.8時 6 fl148 (日) 13時-15時3出合
・対象親と子 100人。(入場無軒〉

交野外活動研修会

一野外活動!こ必饗な知識・技術吾ー
キャンプの技術や新しい野外ゲ}ムの海め

方、量治に行うため白注意事項など、野外活

動tこ必要な知事斡や技術を具体的に数える。

・日時 8 月28白、 7fl4 日-7 月邑臼
'対象膏哩40.人.
会休館臼魁畠月調自

・骨骨年金鰭干官54 浅間町12ー-41穏癒32-
7029 
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捻

J
パ
マ
テ
ー
マ
ア
ク
ロ
ル
鶴
一
と
心
事
選
出
パ
ラ

y

ス
、
③
富
む
一
員
企
差
教
委
号
室
。
…
望
号
い
と
き
は
、
抽
せ
ん
に
よ

D
一2
2
3

時
ま
で

瞬
輔
麟
瀦
繍
鱗
鍛
灘
犠
鋪
醐
輔
醐
輔
醸
欝
ゑ
儀
相
マ
期
間
同
五
百
月
三
十
白
か
ら
七
月
一
一
十
一
ず
か
し
い
問
題
ほ
か
@
一

H
福
田
制
と
し
て
一
人
一
コ
ー
ス
以
内
、
一
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
〈
一
マ
金
揖
動
開
会
館

磁
闇
趨
窟
聾
踏
襲
警
護
盟
語
圏
圏g
B
翻
馨
闘
機
寝
苦
ま
で
一
四
龍
週
土
曜
鼠
、
午
桂
一
時
亨
講
師
横
浜
国
大
岡
陸
軍
助
教
授
一
一
マ
申
し
込
み

5
2
E

芝
、

輔
輔
輯
輯
瞳
輯
輔
轟
繍
幡
町
一
一
主
主
四
時
ま
で
。
一
マ
議
室

2
1

晶
議
室
一
日
比
鰐
文
化
講
露
関
く
一
君
主
走
、
翼
民
名
(
骨

髄
擦
綴
樋
瀦
繍
瀦
遺
綴
錦
趨
蝿
誼
醐
露
遡
濁
沼
ぷ

A
際
機
湖F
t

マ
内
容
①
ア
ク
ロ
ル
題
曲
ι
捲
〈
心
構
一

i

，
一

B
1

、
一
な
〉
、
年
齢
、
職
業
、
憶
商
議
号
、

議
麟
麟
関
議
安
警
え
義
語
つ
い
て
②
実
技
襲
一

i
t
-
-

一
昼
の
部
と
夜
の
部
を
喜
一
の
襲
の
部

2
2

R
制
脳
韓
譜
聾
盟
国
田
園
蹟
観
機
嫌
綴
後
常
緩
急
伸
之
ペ
イ
バ
一

M
U
I
鳴
か
お
よ
び
人
物
、
①
作
品
の
評
価
。
一
Y
7
1
マ
申
留
の
近
世
一
一
一
加
平
壇
南
浅
間
町
九
議
一
号
一
平
塚
古

調
輔
輔
輯
騨
鞍
滋
泳
法
…
よ
糊
守
護
小
皐
盟
国
代
堅
議
童
マ
期
間
六
月
一
言
か
ら
七
月
二
主
一
人
員
が
あ
る
よ
え
地
域
に
も
一
て
い

E
c
k
-っ
と
、
宮
部
長
の
部
一
所
譲
づ
く
り
課

E
E

線
灘
趨
麗
層
圏
・
韻
酪
筒
嬢
綴
陰
醇
彪
露
磁
懇
謬
広
告
白
周
〉
一
日
ま
で
の
毎
週
水
噛
目
、
笠
削
九
時
一
一
一
一
顔
が
あ
る
。
そ
の
顔
は
地
名
が
物
語
っ
一
を
設
け
た
自
で
、
都
合
の
よ
い
方
へ
申
一
お

i

一
一
一
一
内
鱒
二
六
四
)
へ
出

撃
震
鰭
靖
盟
諸
廻
鑓
躍
-
-
-
劉
懇
畿
勢
掛
芸
場
重
量
館
一
+
分
か
争
十
二
時
ま
で
。
一
て
〈
れ
る
。
一
レ
込
み
を
。
一
込
む
。

甥
瀦
瀦
総
鶏
繍
瀦
綴
綴
際
機
畿
務
溜
臨
臨
醐
掴
醐
輔
溜
黙
鱗
機
織
棚
滝
川

?
i

一
一

{
V内
容
①
長
世
の
始
ま
り
、
②
夜
服
一
平
埋
の
道
と
地
名
を
採

D

、
そ
ζ
に
一
円
V
テ
ー
マ
道
と
地
名
一

嬰
議
錦
織
機
鱗
鰯
鱗
購
輔
騨
麟
麟
絵
'
…

ι
ι仲
介
一
一
一

a
J
1
1
…
…
語
、
③
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
、
案
舗
と
一
流
れ
る
醸
史
を
追
い
か
け
て
、
地
墳
と
一
マ
日
時
・
農
の
部
(
午
棒
高
官
一
各
公
民
館
で
共

懇
緩
議
幾
重
襲
警
瀦
蟻
.
館
副
薗
鼠
闇
橿
慢

Y
T
!マ
中
学
生
m
y心
理
一
一
議
ほ
か
。
一
白
ふ
れ
あ
い
聖
深
め
て
い
た
だ

ζ
う
と
一3
器
室

3
5

月
昔
、
6
月
一

機
議
議
議
警
鐘
鱒
鱒
輔
麟
輯
醐
醐
マ
期
間
六
月
一
一
日
か
宅
月
来
日
一
マ
講
溺
重
大
藤
重
之
助
教
俊
一
審
文
化
重
量
〈
。

2
?
首
長
皇
室

7約
一
通
講
座
を
開
く

韓
襲
襲
襲

f

る
襲
撃
襲
踊
覇
翻
翻
顛
ま
で
の
毎
週
火
穏
思
議
百
、
午
前
一
マ
ム
議
市
民
セy
タ
1
会
議
建
一
菜
、
大
勢
由
み
な
さ
ん
に
撃
し
-
E
E
時
ま
で
〉
6
月
2
目
、
9
白
一
壊
の
み
な
さ
ん
に
親
主
喜

5

一
る
公
民
館
で
は
、
共
通
講
座
を
関
〈
。

1
1
1
1
1
1
1
i
i
j
夜
、
用
語
曲
間
中
学
校
〉
一
部
、
平
書
公
衆
浴
場
襲
語
講
一
品
。
一
た
一
維
持
軍
お
よ
び
暗
号
緑
-
喜
一
室
〈
白
露
関
へ
お
た
ず
一
望
。

一
一
監
査
の
結
果
一
二
平
塚
市
老
人
三
重
妻
、
闘
小
一
費
補
助
金
交
付
審
議
員
千
代
の
一
マ
監
査
四
襲
各
居
住
と
も
補
助
富
士
襲
撃
喜
一
マ
監
事
実
施
期
間
昭
和
至
宝
マ
重
量

E
i
g

r
H
H
H
M
門
川
区
一
百
台
畠
ア
グ
受
顔
、
霊
前
聴
覚
障
一
湯
、
秀
議
、
闘
よ
し
の
現
八
幡
混
一
的
は
達
成
さ
れ
、
事
務
処
理
は
お
申
む
一
マ
量
日
四
月
十
一
一
一
白
一
一
月
二
十
九
日
吉
同
冬
一
月
十
二
日
一
・
対
象
印
謂
以
上
の
罫
京

第
謹
書
調
書
語
調
書
?
一
審
議
親
室
、
童
市
心
身
障
害
児
者
一
串
)
、
霊
士
一
宮
本
細
菌
唾
会
総
一
拍
溺
廷
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
白
と
認
一
マ
盤
蚕
田
義
定
期
監
査
一
ま
セ
お
よ
び
同
年
一
一
斉
二
十
七
日
一
・
内
容
①
襲
白
維
持

a

②
社
会
開

示
η
ぺ
i
d
剣
一
世
一
徳
社
団
体
雲
晶
、
葉
川
季
語
一
室
長
一
め
ら
れ
た
が
、
福
島
揮
で
関
量
一
マ
盤
害
対
寵
と
し
た
煽
設
の
義
一
マ
監
査
手
続
霊
童
躍
に
よ
る
一
語
襲
。
③
趣
味
、
基
の
妻
。

関
心
令
純
一
例
環
一
章
葬
品
、
霊
前
護
軍
人
品
、
一
言
霊
推
進
事
業
補
聖
書
図
書
保
存
さ
れ
て
な
い
も
の
も
あ
っ
た
一
市
民
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
会
館
、
量
一
マ
量
的
襲
一
マ
家
庭
警
護

(
5良
i
g

j
h
w羽
引
制
服
山
崎
一
平
塚
市
肢
体
言
思
議
室
、
平
一
体
二
十
二
鴎
悼
の
う
ち
七
母
体
抽
出
三
重
量
第
四
吉
一
整
事
務
所
、
裏
手
語
、
喜
一

ω

擁
護
の
維
持
重
に
つ
い
て
日
各
一
・
華
幼
児
、
小
・
中
学
生
笠

メ
嘉
義
明
ー
一
需
身
体
障
害
者
福
盤
、
平
需
亡
霊
・
苧
富
・
神
田
・
書
・
一
マ
公
普
賢
十
一
言
一
幸
-
書
襲
撃
共
問
調
建
一
施
設
と
も
養
護
ほ
さ
れ
て
い
る
一
も
つ
両
現
モ
の
曲
童
書
語
、
心
一
票
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、

一V
M玖
隊
配
枠
内
一
壱
う
あ
福
祉
協
晶
、
平
壇
市
手
控
つ
な
一
旭
・
富
士
見
地
区
韓
民
化
推
滋
委
員
会
)
一

v
監
蚕
む
種
類
定
嬬
監
査
一
場
、
拡
育
施
設
(
見
貯
金
悼
宵
館
、
見
一
が
、
な
お
補
修
等
を
要
す
る
議
所
が
あ
一
の
あ
る
成
人
。
一
引
き
上
げ
も
待
わ
れ
た

o

d
u
d出
事
一
ぐ
貌
の
晶
、
平
塚
市
視
力
障
害
者
福
祉
一
暗
躍
な
ま
ち
づ
〈
り
モ
デ
ル
地
区
設
賢
一
マ
監
査
由
対
象
と
し
た
事
項
お
よ
び
範
一
約
九
苛
武
道
官
調
、
軒
町
軟
式
岡
県
議
、
主
一
っ
た
白
で
、
維
持
管
理
に
は
堕
に
響
乏
・
内
容
家
庭
教
育
に
関
す
る
こ
と
。
一
そ
由
ほ
か
、
県
宝
宋

一
筋
金
、
平
塚
市
情
緒
障
害
児
務
担
金
。
一
補
助
金
交
付
面
悼
(
立
野
町
町
内
晶
、
一
毘
昭
利
蕊
十
五
厚
度
の
酎
説
明
に
腐
す
一
栂
住
運
動
広
場
、
軟
式
庭
球
揖
、
桃
棋
一
用
い
ら
れ
た
い
。
一
円

V
成
入
学
紐(
5
h月i
ロ
月
)
一
は
、
信
用
保
証
料
の
補
助
中
、

平
塚
市
監
筆
書
蝿
は
、
盤
資

m
w結
築
一
朗
線
南
構
祉
セ

y
タ
i

平
壇
保
育
一
議
蔵
前
町
内
晶
、
代
営
防
自
治
会
)
一
る
業
務
の
執
行
白
う
ち
契
約
事
務
、
お
一
釘
庭
球
場
、
江
陽
中
学
校
運
動
場
夜
間
一

ω
備
品
白
出
納
・
保
昌
P
Lつ
いτ
H
一
・
対
龍
一
般
揖
人
一
括
の
あ
る
資
金
も
あ
る
。

を
次
の
と
おD
公
費
し
た
。
一
閥
、
問
槙
右
前
樺
宵
鴎
、
問
調
町
保
育
一
椙
撰
川
聖
書
れ
い
に
す
る
閣
議
会
一
よ
ぴ
財
謹
(
有
形
固
定
費
琵
〉
の
取
信
一
熊
闘
描
設
〕
、
図
曹
館
、
博
物
館
、
教
一
一
部
に
悼
護
、
間
開
講
処
分
を
要
す
る
も
一
・
内
容
①
一
般
教
聾
。
⑦
薪
し
い
袋
一
詳
し
く
は
、
商
工
課
ヱ
業

M

V
霊
童
富
野
箆
一
題
、
同
構
内
保
育
関
、
開
高
村
保
育
一
マ
家
事
事
と
し
た
事
一
演
お
よ
び
範
・
童
・
勢
事
務
一
育
研
究
所
、
善
意
一
自
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
霊
長
警
一
活
課
題
控
室
と
主
も
の
。
富
誠
一
合
わ
せ
を
。

マ
開
小
川
経
費
一
湾
建
福
祉

A問
委C
ひ
樺
曹
関
、
問
一
陣
、
昭
和
蕊
十
四
草
署
補
助
金
に
か
一
長
事
実
施
期
間
昭
和
五
土
ハ
年
…

v
豊
富
聾
と
し
た
事
項
施
設
の
一
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
一
課
題
者
対
象
と
し
た
も
由
。
一

円
慾
蒼
必
要
揮
ニ
帯
同
一
大
町
保
育
鶴
、
制
進
和
学
極
い
ず
み
一
保
一
か
る
街
嗣
、
モ
白
地
の
事
務
一
一
一
一
万
一
十
三
日
か
ら
同
犀
一
エ
百
パ
ニ
十
七
百

U
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H
H
H
H
H
H
U
H
U
H
H
1
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
U
H
H
H
H
H
H

川
け
川
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

け
れH
H
U
H
H
川
口

マ
公
翼
民
四
月
十
一
日
一
車
、
富
士
見
書
額
、
望
書
…
マ
監
査
の
喜
毒
事
泉
鏡
金
…
ま
で
し
ド
も
出

マ
撃
の
種
類
襲
翼
団
体
噂
の
一
堂
書
保
育
閥
、
白
百
合
保
育
関
、
一
に
か
か
る
文
建
議
議
事
章
一
長
峯
薮
霊
童
華
麗
〈
病
一
計
主
な
車
膏
イ
鵡

E

等
し

一
一
一
一
統
自
報
計
唱
は
照
教
ガ
問
枯
ン
ト
学
ン
誌
貸

殿
譲
…
掛
大
野
稽
投
畠
八
幡
保
育
関
、
幽
岡
崎
一
山
由
さ
せ
、
補
助
首
的
は
達
成
さ
れ
た
一
世
師
事
業
紹
)
に
よ
る
。
一
報
の
毎
旬
棋
設
晴
朗
代
お
家
告
文
僻
酬
明
ア
ス
代
淑
文
~
諦
雑
止

マ
四
日
町
村
印
私
軒
並
諮
問
料
品
開
国
語
否
認
時
計
口
約
一
日
一
駐
日
雲
市
印
刷
叫
抗
野
義
お
よ
十
担
問
問
お
む
町
立
問
出
血
問
問
問
問
品
百
滞
的
翻
糊
向
山
朗
建
旅
問
問
説
。

善
活
動
セ
y
タ
1
吐
古
む
。
〉
、
平
一
義
一
喜
一
翼
摘
し
た
。
一

ω

朝
刊
的
事
務
に
つ
い
て
お
お
む
ね
適
時
誌
近
在

一
一
一

P

刊
盟
問

塚
市
遺
族
企
、
平
壇
点
訳
車
伎
虫
、
平
一
社
回
法
人
平
滋
市
医
師
会
、
神
東
川
一
一

V
監
査
の
翼
施
婦
間
昭
和
五
十
五
年
一
一
止
に
同
時
議
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
お
ん

書
室
、
喜
重
量
一
瞬
強
制
覇
畠
毒
事
、
露
出
人
一
十
一
一
月
二
十
二
日
主
昭
和
五
十
六
年
一
れ
有
明
ラ
フ
ナ
伝
ト
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ゐ

暴
露
晶
、
基
福
祉
要
望
一
整
会
江
南
署
警
護
ほ
一
一
自
宅
、
お
よ
び
関
空
一
平
一
同
事
(
有
者
童
謡
〉
の
取
得
一
訓
告

z

融
問
以
仰
げ
刊
書
議
友
輔
自
画
僻
目
白
榊
概
報
師
友
認
功
例

指
定
襲
撃
葬
校
十
一
校
白
う
ち
一
章
霊
協
晶
、
平
境
マ
マ
白
金
、
神
一
言
一
・
襲
・
処
分
事
務
に
つ
い
て

4
重
一
ヒ
ヒ
ジ

D

む
と
ノ
マ
ア
ガ
撲
読
ノ
ん
の
凶
朝
般
の
ハ
の
の
錯
覚
間
一
と
の
人
生
〈
由
え
る

ニ
校
抽
出
ハ
県
立
五
慣
ヶ
台
高
等
学
一
需
暴
露
業
協
開
審
平
壇
支
一

v重
義
平
壇
雨
量
撃
に
よ
一
に
処
麗
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
主
~
汁
話
一
一
ハ
一
四
内
海
一
士
山
一
町
一
一
一
一
一
一
軒
ト
ト
醐
制
一
一
一
課
一
一
凶
器
一
一
一
一
問
問
一
盟
諸
一
弘
一

ζ

日
は

会55年度利

昭和55年度の貸出冊数は、貸出室約24万 5
千側、 ζども主主的19万冊、駅ピノレサーピスセ

ンタ」約 6 千冊、合計44万 1 千Iffiとなった。
ζれは市民 1 人当た!l 1年間に約2.1冊借bた
ζとになる。

また、驚録者数は約 3 万 2千人で、前年度
よ!l 550人の増加となった。これは、市民の
約14.9臨が登録しているζとになる。

女号央酒会
・ 5 月 17日 (8) 10時、 14時 3 階ホーノレ

「反逆渇J カラー時代劇1107l'
大館次郊の戯曲「築山鍛抽束J 由映画化e

監督伊藤大輔、主演中村錦之助。

すこども狭磁会

.6 Jl 7 日 (8). 10篠弘 14時 3 階ホ}ノレ

f長〈つ下のピッピJ 長編l~蜜劇 90歩合
世界一力もちで、なんでもで吉る不思績な

女の子「ピッピj の事と冒険綾瀬。

会開館時間

・貸出察、参考室、学醤裳 9時-16時鈎分

・ ζども笠火~土晦日 13時~161時5似合
日開日 9時-161博.50分

台休館日 銭週月醐日、月末
合図磐館

i(杢要置基j;

，-臨時休館のお知らせ
博物館では、常設展示由一制官展示替え
と、金銀の殺虫消費草のため、匪諒寺休館す

るのでな協力者。

。体館日 6 月 8 日〈月) -30 臼 (flコ

・ 21 日までは、館行事に害加する人は入

館できる。 23日以後並立殺虫潤欝のため、
立ち入D禁止となる.

158 

女自然観察会緑の山を歩こう

商産霊山の地質や植物、箆虫などを観察する

・由時 6 月14日 E臼) 9時-16時雨天中止
・コース高藤山、湘南平付近
・申し込み 5 Jl31 日までに往復はがきで博
物館へ.多数の場合は被せんで30人.



盤会場探健セジタ}

盛時間午佳 1時~2時

滋持番ずるもの 母子箆厳司有様本冊

・問i冊、筆記用具
[3t;、月児1

6fl3 日 56年 2 fl1 B-10B主主

6 fl10 日 56年 2 il11 日 ~20B主主
6 月24 臼 56年 2 月21 日 -28臼生

[3措兇1
6 月 4 日 53年 4 月 1 日 ~10 自主主

6 月 18日 53年 4 月 11 臼 ~20日生
6 月25B 53年4 月21 臼 ~30B生

翻対聾接種当日に満12か月を経路
して72か月未満の幼児時生控18か月

からおか月の憶に受けるむが一番よ
い。
援接穣方法廃業医・病院で年間仁

7 ・ 8 月を除()をi車じて接種でき
る。接種目は底部と c相談を。原則

としてさE胎援で受ける。

劉料金無斜

瀦持轄するもの母子健康手曜、探

険iñE

予妨接種の時間
午輯1時半から 3時まで.※印の

晶輔副主午袋 2時から3時まで.

毎月翼施している。受けやすい金
書畠で受けていただ君たい。
癒露 1 期日 3 密受ける

・対象 2歳(24か月:から 4畿 (48
1J>月〉まで由封J周.なお、接種間婦

は 2 臨 3 聞とも 3 週日間から 8週間。
盤露 2 鰐 1 回受ける

・対象第 1期の 3 盟百が耕わって
から 1年以上 1 年 6か汚以内￠期間

に受ける。なお、第 1 拐を早めに受

けて、第 2期もなるべ< 4裁までに
終了するようにしていただ吉たい.

[5 月】

20B 福祉会館、健保全館
旭公民館

21 臼 大野公民館、横内白地集会場

国豊田公民館
22日保健センタ}

区中央農協土沢支所

爾会場保健センタ」

翻受付時間午控 1時~2時

繍持参するもの 母子隠居手F様、輩

記用具

6 月 11 日 54年12月 1 日 ~31 日生

た
め
、
心
臓
が
ア
ル
沼
転
し
な
け
か

れ
ば
なp
子
、
主
主
c
、
患
ぎh
f

疲
れ
や
す
い
等
の
症
状
が
現
お
叩

れ
、
余
病
も
併
発
K
E
Z

。
自

若
年
女
子
に
む
く
普
通
に
み
ら
f

貧
'
mの
予
防
は
中

れ
る
銑
欠
乏
姪
負
版
は
、
比
較
的
問

割
引
近
、
女
経
由
魚
皇
官
が
目
立
簡
単
な
病
気
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
山

て
渇
王
、
成
人
会
性
白
三
人
に
が
、
不
妊
、
流
麗
、
胎
児
の
発
育

一
水
が
、
貧
血
状
融
引
占
献
血
宋
遜
不
良
、
産
能
の
母
体
の
面
復
に
も

格
者
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
影
響
す
る
。
銑
欠
ラ
碇
貧
血
を
予

貧
血
に
な
る
と
、
身
部
の
各
器
開
削
す
る
、
心
が
ま
え
は

官
に
撃
が
と
ど
在
宅
〈
な
る
一
、
霊
室
か
、
量
の
た
んf

ば
〈
賞
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な

t
z
、
緑
黄
野
菜
者
十
分
に
と
る
。

比
二
、
朝
食
秒
設
か
な
い
、
簡
単
な

賞
事
で
す
ま
せ
な
い
。

一
一
一
、
腎
同
閣
を
大
切
に
す
る
。

四
、
思
春
期
、
妊
据
期
、
過
労
に

な
り
や
す
い
帰
人
は
特
ピ
誌
を
つ

け
よ
フa

品店 理桔 小売j苦 スーパー

合成洗剤 2. 65kg入 887円 906月

砂糖 上自 1 kg 291f'l 276f'l 
サラダ油 70017 3 日7月 326f'l 
ノh 麦掛 1 k:醤 192円 180円

しよう!Ø 1 ~入 272問 256河

巻トイ取レ紙の 6入5m4個 182内 182向

夜間 清 10017 178円 166月

鶏卵 10個入 251円 247円

プロパY 10ml 4 ， 932円

実J ì飽 18 ~配達 j, 416月

。老人クラブの活動①学皆、教育活動

②鍵鹿増進活動@レク]Jェーション

④地域社会との交流活動。

く〉入金の方法 60歳以上のかたならどなたでも入金
で吉るので、お近くの老人クラブの会長さんに申し
込んでいただきたい。群しいζとは、福祉課老人絹
祉係仁犠23-1111内組 220) へ。

i一一平塚市勤労者住宅資金一-<
)-~利子補給制度のご案内一一J

利子補給を受けることができる方は
神帯I11県労働金蹟または神主奈川県友愛労働信用組合

から住宅費金を借D入れた方で、択のすべて町長件に

該当する方.
<b市内に_...字以上居住しているζと。
②蝿内の同一事業所に 3年以上勤務している。
③自己が所有し、自己が鹿住ずる住宅を新舗f増汝損コ

または購入する乙と。

利子補給の内容￠刺子補蛤の対象限度額は、200
方向まで.③補給する利子の績は年制2梯相当舗

で、 3年間まで.

SGマーク 安全基準に合格し
た剖品屈にはってある。製品の欠需品
による事故には最高2000万円まで損
害賠償俗渡がある。

いま平塚市{こは155ウラブ 9， 200人の{中織

が自主的な学習活動、レクザヱーションを行

ったり、福祉活動をすすめている。

あなたも老人クラブ!こ加入しよう。

。問い合わせ
・蝿労働金圏平壇支店23-2511

.県友愛骨働信用組合本:践
045-321-7141 

a 車掛金館 32-3355 

i 鵠



止
す
曇
お
、
ダ
ム
放
流
審
議
訓
練

を
符
う
。

当
自
は
、
サ
イ
レyの
吹
き
輔
ら

し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
、
犠
光
費
一
明

や
赤
色
回
転
灯
百
点
灯
、
融
商
品
柑
草
巡

回
放
送
者
聾
揺
す
る
が
、
嵩
際
に
ダ

ム
か
ら
の
放
流
は
行
わ
な
い
。

マ
日
時
5

角
捻
包
〈
金
〉
午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
午
後
3

時
間
判
分
ま
で

巡
回
更
生
絹
談
…

身
盛
障
害
者
の
た
め
の
更
生
巡
回

椙
舗
が
調
か
れ
る
。
身
障
障
害
者
苧

鰻
診
節
、
補
装
具
申
交
付
、
静
漫
な

ど
の
相
離
を
受
け
る
の
で
お
気
軽
に

む
果
覇
空a

円v
獲
形
プ
ロ
ッ
ク
5

月
お
目
、6

R
m
a
午
揖1
時
か
ら

マ
強
制
6

月
5

臼
午
前
閉
山
時
か
る

マ
金
調
撞
祉
会
蹴

群
し
い
こ
と
は
、
福
祉
謀
更
住
福

祉
時
(
電
露
お
i

一
一
一
一
内
融
一
一

二
一
〉
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

無
料
法
律
相
談

松
面
開
会
員
態
で
は
、
部
月
第
一
一
一
日

曜
S
L
無
拠
法
縁
結
識
を
開
い
て
い

る
。
今
月
は
十
七
自
に
関
〈
。
相
談

員
は
弁
護
士
買
原
唯
光
民
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
前
沼
主
午
ま
で
に
松
鼠

会
民
館
(
鑓
諮
n
l
六
一
八
六
)
へ

申
し
込
妥
在
。

点
訳
講
習
会
一

あ
な
た
白
余
暇
で
、
自
の
不
自
由

な
人
が
多
〈
由
本
控
訴
む
こ
と
が
で

古
る
よ
う
、
点
訳
聖
じ
て
い
た
だ
け

な
い
だ
争
豆
町
v
a平
塩
点
訳
蔀
十
字

帯
住
窃
で
は
、
点
訳
由
講
習
五
闘
を
調

〈
の
で
、
ぜ
ひ
書
加
し
て
ほ
し
い

E

守
日
時
5

月
M
m沼
〈
火
〉
午
世
1

時
か
ら

マ
A
M揖
福
祉
会
務
研
蜂
蜜

詳
し
く
は
、
福
祉
会
館
内
平
境
点

訳
部
十
字
奉
仕
回
〈
唱
語
お
一
一
一
一
一

一
ニ
一
-
一
〉
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

一
保
母
の
試
験
一

昭
和
五
+
六
年
度
神
奈
川
県
保
母

試
験
的
自
暴
が
決
ま
っ
た
@

マ
筆
記
試
験7
舟
幻
自
、
民
日

午
前9
時
か
ら
午
睡4時
鉛
努
ま
で

マ
翼
技
試
験
8

月
幻
店
、
羽
田

ヤ
ム
出
場
京
訴
女
子
大
学
(
鈍
章
治

岩
瀬
一
一
四
一
一
(
)
)

守
願
書
受
け
付
け6
白
月
四
日
か
ら

6

月
問
自
ま
で

マ
申
し
込
み
先
神
車
川
間
世
箆
生
部

児
暴
謀
(
電
語
δ
一
四
五
一
一
。
一

一
一
一
一
〉

私
の
住
む
地
域
ほ
、
自
森
環
境
に

溜
ま
れ
た
間
蝿
揖
郵
の
ふ
も
と
に
広

が
る
国
留
地
帯
で
す
。

私
が
き
た
当
時
は
三
十
戸
に
も
幣

た
な
い
小
部
落
宅
、
陣
D

近
所
白
人

と
は
控
且
い
に
か
ま
ど
の
中
の
灰
田

む
と
ま
で
絹
り
つ
く
す
仲
で
し
た
。

綾
伊
襲
が
調
理
れ
る
と
手
伝
い
に
行
書

事
士
、
部
落
総
出
で
道
替
購
苦
行
い

ま
し
た
。ι
う
し
た
作
識
の
合
障
に

は
泣
間
関
諮
在
し
た
り

4、
子
棋
四
品
や

病
揮
の
乙
と
な
ど
を
語
し
合
い
教
え

合
っ
た
り
し
た
も
由
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
十
年
ほ
ど
闘
に
大
手

不
動
謹
告
社
に
よ
る
大
須
撲
な
培
地

化
が
準4
市
自
分
譲
地
も
で
吾
て
、

田
郷
や
丘
に
家
が
夢
幻
設
び
、
に
わ

か
に
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
。

A「
で
は
、
勤
め
人
の
方
一
が
多
く
な

D

、
対
人
関
日
開
主
〈
変
む
ず
か
し
く
板
に
つ
量
、
年
六
担
行
っ
て
い
る
大

な
D

ま
し
た
。
例
え
ば
、
揚
習
ら
い
清
捕
に
は
親
芋
で
の
害
加
が
沼
立
つ

(
掘
が
り
〉
一
っ
と
っ
工
み
て
も
、
己
う
し
た
中
で
、
自
治
会
自
見
隆
て
妥
ま
し
作
、
「
拐
さ
ら
い
」
も
全

「
市
で
や
る
べ
告
だ
」
「
躍
車
部
だ
け
し
の
声
が
あ
が
り
、
住
民
の
融
和
を
戸
事
加
の
京
両
で
、
な
己
や
か
な
ふ

で
や
れ
ば
よ
い
」
「
雑
排
水
が
出
る
は
か

D

逮
帯
感
巷
深
め
る
た
め
、
読
ん
い
気
立
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
だ
か
ら
金
芦
で
や
る
べ
吉
だ
」
と
約
伊
待
っ
て
溜
営
す
る

ζ
と
に
な
D

ま
だ
ま
だ
新
沼
住
民
自
融
和
は
十

窓
菟
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
ま
し
た
。
組
織
に
よ
る
活
動
は
年
々
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
足

v
m受
験
綴
曹
、
実
施
要
綱
は
、
市
福

祉
事
務
所
児
蚕
課
に
も
あ
る
。

一
菊
。
つ
く
り
講
習
会
一

初
揖
の
さ
し
芽
か
ら
、
大
輪
花
を

酷
か
せ
る
ま
で
の
菊
作
h
u
語
習
舎
を

菊
花
枝
興
会
の
協
力
で
務
く
。

マ
日
時
5

月
げ
泊
(
日
)
午
控1

時
間
叫
分
か
ら
(
入
場
無
担
〉

マ
会
場
揖
善
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潜
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!
ル

詳
し
く
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筒
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課
観
光
開
〈
電
語

n
i
一
一
一
一
内
融
五
問
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九
〉
へ
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v

一
箆
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場
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一
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塚
商
工
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で
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、
市
記
者

対
観
に
一
日
工
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託
手
金
宅
行
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。

門V
臼
時
5

月
間μ
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午
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時
か
ら

マ
見
学
先
パ
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ロ
ッ
ト
万
年
筆

(
株
)

マ
申
し
込
み
5

月
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京
)
ま

官
L
、
直
接
平
塚
商
工
会
議
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〈
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駅

南
口
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へ
申
し
込
む
。
先

着
切
人
ま
でE

湖
衛
八
ム
醐
開
セ
ミ
ナ
i

一

東
髄
大
学
湘
南
公
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セ
ミ
ナ
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委

員
会
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は
、
地
域
活
動
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一
環
と
し
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公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
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。

4
0

月
初
日
(
木
)
学
塑
忌
援
を

め
さ
し
で
永
井
道
雄
氏

-
6

月
ロ
日
(
金
)
呂
志
人
の
創

造
住
井
深
大
尽

・
6

向
片
目
日
〈
水
)
往
命
撞
作
と

人
間
白
未
来
渡
辺
港
民

マ
余
場
東
潟
大
学
湘
南
校
舎
八
号

館
wハ
四
一
一
教
事
一

マ
講
演
時
間
午
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時
お
分
か
ら

6

時
ぬ
分
ま
で

マ
入
場
掛
無
耕
(
お
乎
様
の
入
揖

は
む
遠
慮
を
)

守
連
結
先
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

電
謡
開
二
二
一
円
錦
ニ
ニ
九
六

犬@

県動物1探護セYタ}では、捨て犬、捨てね

ιによるむら犬、のらねι白増加と、犬ねζ
による危曹を防ぐため、今回も次の日程でい

らなくなった犬、ねとの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印1;'んJ [犬の
鑑札J r注射帯察J r震犬守三幌J を持事由う

え会場へお出かけを。なお、収容車の帯留時

間は10分間。 また、ねζは崩革主力hダンボール

箱に入れていただきたい。

5 月 6s (土〉 若男 13S (土〕
9 :∞神田公民錯 9 :∞松原公民館
9 : 25 大野公民館 9 : 20 須賀A民館
9 : 50 霊豊田公民館 9 : 40 花木公民館
10: 10 棋高公民館 10: 00 富士見公民館

10: 30 金包公民館 10φ30 中原公民館

10: 50 間踊公民館 10: 55 Jl!I公民館
11 : 10 金自公民館 11 ・ 15 吉沢公民館

ヨ

Z 

= 

= 

= 

; 平塚八橋宮錦鶏農銘
i 平壇八幡の銅鳥居は、もと、 白 閉じ大住郡内でも、同時地区の
E 八幡大門の、東海道道筋昔話学封ま 東部と、その付近の村々、主主ぴに
5 ど入った所に建てられていた。 耐・蓑毛・/膿喝の 3 村は寄付
E ζの新造は、締和 2年仁1765) していない。前唱は、当時、図窮

~ 9 月で、初発頼主は平壁新宿農 j 在理由に醐役の慨を綴い出て
5 住の本誉遼真 C間 4年11月没〉、 i いるので、その筋を還したのであ
E 鐸渇は、江戸の錆鞍諸国である。 ろう。後者は、 ζの鳥農が須賀・

2 己申鳥居は、万延元年(1860) 東海道・八幡大門から大山へ遇ず
3 に再建した。理由は記されてない [ る書道に立ち、そのーの鳥居の役
3 が、安政(1855) 的大地霊童か間 3 自も果たしているζと、また、 ζ
i 年の大暴風による骨燦によると思 , の鳥爆によって、乙の害遺骨時事

5 われる。 ζの時の願主は民子中、 ι 道化するととへの草稿からであろ

;触は寄付によっている ぅ。須費械と大山御前〈現在先
5 柱には、万廷の再建の時、平塩 j 帯師〉はζぞって寄付している.
3 鳴の鋳鋼箆壇作次提によって、如 : 豊沼地E互に当たる所は、重量E百 5
2 上のιとや、 ζの時のt世話人・寄 ; 1; 1封として寄付してい略。とのよ

i 吋者カ明日まれていて、それをしさ j うな倒は他にも見られ、 ιのとと
i いに見ると、当時の様子がいろい i は、当時の、給所、材、何か村と
E ろわかD、また、従来の伝法にも : 生活の広が白老示すものである。

5 疑問が主主巴て〈る。 薬野煙草商が多数割付している
E 再建の投諮人は33名。いずれも ! のは、取引関係からであろう。
i 問。射した酬は、大住・潤 i 醐を「当所、醐主」として
E 綾 Cゆる宮〉符君事を中心tこ、隣接 、 いるζとは、当時の慣に照らし、

5 穂村に及んで、モの数は、当時の i 灘高の若年白書寵刷、長年の行方不
E 公的な宿村からすると 110か宿村 g耳、あるいは募金場所や方法の伝
・・ . 
Z 余。個人寄付法、大山の櫛節仁和 : 震に疑問を投げ骨材る記述である

i し〉地元の潟ス・八熔・新宿・ニ : 大多数の人骨潜宇者名乗ってい
2 十感軒町・須賀・平塚稽をはむ i るζとにも!!E認したい。
め、逮〈は八王子・江戸・下鵠ま (文費電臼井弘〉誠詣たずねは市

で、その数は320名を越えている 5聖書留吉九繰へ〈襲霊童話31 --{)42宮〉
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演奏平塚吹奏楽愛好会
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'ダンシニノグシス占』他

@入場希翠者は、往復はがきに住所、民名、年齢、職

業在記入のうえ、 5fl来日までに、平車市民セジ占

」事務局〈午254 平塚市平塚新宿 930'番地〉へ申し

込んで〈ださい。
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